




















































































































































































































































































尋ねられた︒女院が訳をお話 なさると大いに驚い ︑ ﹁なぜすぐ私に連絡しないのです あれ（脱け出た魂（は︑還さなくては らないも ですのに﹂と語っ それから七日が過ぎ︑女院は夢を御覧になった︒その夢 は︙
どこかとても広いところで︑私は衣だけを来て臥していました︒背の高い僧侶があらわれました︒御室でした︒私の前に立つと︑少納言という女
房を召し︑ ﹁ここに置いていた巻き衣一疋を︑当番の承仕が盗み取ったの ︒速やかに取り返して来るように﹂と命じました︒少納言 探しにでかけました︒ ばら
くして戻って来た少納言は︑ ﹁承仕に尋ねましたが︑そのような事実はないと言っています﹂と告げました︒御室は険しい顔つき










直ちに救いの手を差し伸べたのが︑兄である北院御室守覚法親王であった︒宣陽門院は︑兄が自らの命を救ってくれたその瞬間を︑対面から七日後の夢を通してまざまざと見つめている︒夢の中で︑守覚は承仕の盗み取った衣 探索を少納言に命じる︒使い果たされる前に危うく取り戻された衣は︑守覚の手から女院に返された︒本復した宣陽門院はただちにこれを守覚に伝え その返事によっ 初めて︑守覚が自分のため 重ね重ね﹁厳重﹂なる念誦 行っ いたことを知る︒
女院の夢想は︑守覚が魂を招き還すために行った念誦の効験のあらわれにほかならない︒とすれば︑脱魂をめぐる女院の﹁御物語﹂の肝要は夢想
の内容にこそあり︑その夢解きは行法の内実を明らかにする とであった︒そ て れが示される が︑続けて記される憲深の語りである（前章③の部分（ ︒女院の﹁御物語﹂を賢親から伝え聞いた憲深は 後鳥羽 の母で
ある故七条院の御祈の延命修法等でも︑この作法が行ぜられたと語る︒










































































































ぎ︑左旋転に加持し︑ ﹁活命印﹂という︑脱け出した魂を招き寄せ︑縛り︑身体に還すための秘密の印を結び︑真言と偈頌を唱えてからその印を衣の上に置き 最後に右旋転の加持をもって魂を招き還すという行法 行ったはずである︒そしてこの時 衣を用意し仏事の準備を整える役が﹁承仕﹂であった︒
ここに至り︑宣陽門院の夢には明らかにこの招魂作法の様子が反映されていたことが




















































































































































































































とがあった 語る言説とも呼応する︒そ て これら後鳥羽院の母 妃の怪異よりも早い先例が︑宣陽門院の脱魂事件とそれに対する守覚の招魂法であった︒
林氏によれば︑ ﹃報物集﹄は︑成賢から極楽坊を継承した憲深が︑宣陽門院の外護を受けつつ︑成賢からの付法を経て三宝院流の正統を受け継ぐ




ら見れば︑宣陽門院の﹁御物語﹂は︑外護者である宣陽門院 夢想から︑後鳥羽院に 成賢への信任の原点に延命招魂法があり︑守覚と成賢がもに行ったその行法を自分もまた継承して ることを説く点に重要な意味が ったことを知る︒
加えて特筆されるのは︑他ならぬ後鳥羽院の身の上にも怪異が起こり︑成賢によって普賢延命法が修されて
いたことである︒その折の修法記が︑













































































































































































































陽門院自身の身のうえに重ねられて観想されたことだろう︒焰魔王堂に参るとき 女院はただ祈 れ 女院と祈る僧（成賢（という関係を越え︑自らも祈る主体となったはずである︒その祈りの場である焰魔王堂は︑堂外の壁に美しい高貴な女性が朽ち いき白骨となる九相図を具えることで︑発願の主がその女性像と重ねられる女院であることを表象し︑醍醐三宝院の流れを守護する清滝の神（娑迦羅龍王の娘であり皇女（の如く醍醐寺外護する皇女であり 院でなければ造り出せない︑空前絶後の宗教空間として具現したのであ ︒
その宗教空間を支えるべく︑成賢は焰魔王堂と向かい合う極楽坊を自らの﹁終焉の地﹂と称し
︑自らの臨終没後の作法次第を周到に準備し︑三重

























































































成賢による冥府儀礼空間の構築﹂ （ ﹃説話文学研究﹄五一︑二〇一六（ ︒
（






















7（ 西弥生﹃中世密教 院と修法﹄ （勉誠出版︑二〇〇八（第二章﹁遍知院成賢と三宝院流﹂参照︒
（














































































13（ この時の修法記は﹃後鳥羽法皇普賢延命御修法記﹄ （醍醐寺文書一三九函四号（ ︑国立歴史民俗博物館蔵﹃普賢延命法﹄ （国立歴史民俗博物館﹃中世寺院 姿とくらし
―
密教・禅僧・湯屋﹄ ︑二〇〇二︑二一頁掲載︑西弥生解説（等をはじめ︑真福寺大須文庫﹃普賢延命法﹄として存するほか︑高山寺十無尽院経弁の
















隆昌・行忠・行秀﹂ （ ﹃佛教藝術﹄十一︑一九五一（ ︑鷹巣晃﹁御代始三壇法とその本尊画をめぐる二︑三の問
題
―






























































The Profound Nature of the Construction of King Enma Hall at Daigoji:  
Concerning the Ecstasy of Senyōmon-in
 Mika Abe
In the beginning of the Kamakura era, the King Enma Hall (Enmaō-dō) was established in 
Daigoji temple. During this period, Senyōmon-in was the sixth imperial princess in the line of 
Retired Emperor Goshirakawa-in and the head of a gogan sub-temple. She was deeply devoted 
to Shingon Esoteric Buddhism, but when and how did such devotion begin? The key is found in 
the incident of an ecstasy she experienced at the age of 17. The recounting of her own experience, 
a document that was thus far ignored by scholars, is an invaluable testimony that revolves around 
the mind and body of women in Medieval Japan. The paper sheds light on this story’s connection 
to the magical powers of an Esoteric practice known as Enmei shōkon sahō. I will argue that this 
event was the starting point for the construction of the King Enma Hall by Senyōmon-in and the 
monk Seigen.
